
協働のまちづくりのための
ワークショップ

～ホームワーク用説明資料～

主催：東御市



ワークショップの趣旨
•今回実施するワークショップには、「東御市まちづくり審議会」「東御市行政改革審議会」「東御市
市民まちづくり会議」の３つの会議体からご参加いただいております。

•再来年度(2023年度)に第3次総合計画を策定することから、まちづくりの課題の整理が必要と
されています。

•また、行政改革推進計画が令和３年に改定されたことや、市民まちづくり会議にてまち全体の課
題について話し合いを行っていることから、ともにまちづくりについて話し合うことで、様々な視点から
総合的に現在の東御市の課題を整理できるのではないかと考えています。

•様々な立場の方からそれぞれに感じる課題を挙げていただき、整理するとともに、課題解決に向け
てどのようなことができるのかを考えるためのきっかけになれば幸いです。
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回数 開催日（当初予定） 内容 講師

第１回 １月13日（木） 東御市のまちづくりの課題洗い出し
課題解決されたまちのイメージ 特定非営利活動法人

SCOP
第２回 　2月3日（木） 課題解決されたまちのイメージに向けてできること

第３回 2月22日（火） 持続可能なまちづくりについて
（2030SDGｓカードゲーム）

丸山 亜紀 氏
（公認ファシリテーター）



第１・２回のワークショップの目的と進め方

１回目WS

アウト
プット

•東御市のまちづくりの課題洗い出し
•課題解決されたまちのイメージ

２回目WS

アウト
プット

•課題解決されたまちのイメージに向
けてできること

●ワークショップ全体の目的
　今回のワークショップにより、市民の視点から市が抱える課題を洗い出すとともに、市民と行政が力をあわせ課題解
決に向けて何ができるのかを共に考えることを目的とする。
　ワークショップを通して出された意見は、今後の総合計画や行政改革の推進、市民まちづくり会議等での検討の参
考とする。

●ワークショップ全体の進め方

様々な課題 様々な課題の中から、行政がやるものとして、
総合計画や行政改革に反映を検討していく

様々な課題の中から、市民も参画できるものと
して、協働のプロジェクトや、民間が仲間を集め
て実施を検討していく（今後、まちづくり会議で
深堀していくことも可能）
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　１回目のワークショップは、３つのグループに分かれて行い
ました。
　各グループにおいて、まず初めに、 「みんなが困っているこ
と」や「みんなが改善したいこと」などの、東御市のまちづくり
の課題洗い出しを行いました。
　続いて、挙げられた課題が解決された状態について意見
を出し合い、みんなが「こんな東御市だといいな」と思う最
終的なまちのイメージを考えました。
　※当日の配置は右記の通りです。

　各テーブルで出た意見は、次ページ以降にまとめます。
　なお、まとめの見方は右記のようになっています。

　【配置図】
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⇒みんなが「こんな東御市だといいな」と思う最終的なまちのイメージ

⇒ 「みんなが困っていること」や「みんなが改善したいこと」などの、
　　東御市のまちづくりの課題
⇒挙げられた課題が解決された状態

⇒分野に対する関係性

⇒テーマごとの分類

⇒対象者

　【まとめの見方】



東御市がどのようなまちになってほしいですか？ テーブル：①　

子どもが学びや遊びを通じて
のびのび育つまち

• 公民館や広場を子ども達が安心して使える
• 子どもそれぞれに合った放課後の時間割がある
• 子どもの勉強や活動を地域の大人がサポートする体
制が整っている（放課後ボランティア）

• コミュニティスクール・縦割り活動等を通じて子どもが
自主的に活動し、成長できる

地域資源を活かした
産業が元気なまち

• 恵まれた気候や土地を活かして農業が発展
していく

• 空き家が宿泊施設として活用されている（青
年の家等の研修施設）

車が運転できなくても暮らし
やすく、環境にも配慮しているまち
• 免許返納後も生活できる
• 市民バスが有効活用されている（市民全
体に合った利用方法が考えられている）

• マイカー以外の移動手段が選択できる
（公共交通・自転車・カーシェアリング等）
• 環境に優しい移動手段が選べる

大人も学び成長し続けられるまち
• 様々な分野で学習の機会がある
• 住民同士が互いに教え合う交流の場がある
• 学びのための余裕のある暮らしができる

活動・魅力が共有されるまち
• 市の公式LINE等のSNSを活用し、若い世代
にも市の活動の情報が共有されている

• SNSを通じて市外の人が東御の魅力に気づき
、観光や移住のきっかになる

【産業振興に関する課題】
• 働く場所が少ない
• 子どもが仕事を求めて市外へ出ていってしまう
• 10代にとって市の魅力が低い

【移動手段に関する課題】
• 車がないと生活できない
• 免許返納後の暮らしをどうするか
• 環境問題の観点から公共交通を充実させたい
• 子どもの登下校は親が送迎している
• 冬場の中学生の自力での登下校が困難

【情報の共有・発信に関する課題】
• 地域の活動の情報が入手できない
• 若い世代ほど広報や回覧板を見ない
• 若い世代に地域の良さが伝わっていない

【cf:東御市の魅力・資源】
• 食べ物がおいしい
• 住みやすく、農業にも適した気候
• 都会を離れて健康に暮らせる
• 空き家や土地がある

【生涯学習に関する課題】
• 大人になってからの学習・自己成長の場がない
• 生涯学習が芸術・健康・文化等の活動の入口にならないか？
• 世代を越えた交流の場がない
• コロナで地域交流が滞っている

子どもも大人も
成長の場が充実しているまち

子ども（小学生）

大人 若者

市民全体

子どもも大人も居場所や楽しみが見つかる/
挑戦する機会がある

高齢になっても
行きたい場所
に行ける

市民全体 移住希望者観光客

移住者若者 市民全体

資源・魅力を発展させ
職や移住につなげるまち

安定した仕事
→学びのための余裕

活動の
発信・共有

大人の学ぶ姿勢が
子どもに伝わる 地域コミュニティ

の活用

【子どもの教育・活動の場に関する課題】
• 放課後に子どもが安心して遊べる・勉強できる場がない
• 子供たちが体を動かして遊ぶことが少ない（外で安心し

て遊べる場所が少ない）
• 公民館等公共施設のあり方、活用の余地がある
• 子どもが自主的にチャレンジできる場がない（子どもがや

りたいことを応援・サポートする体制がない）
• 子どもの教育に地域コミュニティの協力が必要

市内で運動し健康に暮らせるまち
• 豊かな自然を感じながら運動（移動）する楽しさが共
有されている

• 地域資源を活かしたスポーツ活動の発展（ロッククライ
ミング・湯の丸高原）

市民全体

市外に
向けて

【健康・福祉に関する課題】
• 車社会の中で子どもも大人も運動不足
• 歩こうという意識が低い 移動にマイカー

以外の選択

東御の魅力に気づき
移住者が集まるまち

• まちの魅力に気づき、人が集まる（Uターン、
農業移住者等）

• 移住者のために空き家が活用されている（別
荘、農地とセットで自給自足生活等）

移住希望者

まちの外にも
魅力が伝わる

移住後の
職がある

移住したい
と思える

楽しく運動し、
健康に暮らせる
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子どもから大人まで、色々な体験ができ、
「東御市っていいな」と思えるまち

“自分の場所”が確保され、
居心地がよく、自分らしくいられるまち

東御市がどのようなまちになってほしいですか？ テーブル：②　

まちの玄関口として
駅周辺がにぎわっているまち

• しなの鉄道と東御市が連携して、観光客に向けた
広報が行われている

• 鉄道を活かして駅周辺が開発され、道路の整備や
交通網の整備がされている

• 電車の本数が増え、多くの人が駅を利用している

エコな移動手段として自転車の
活用が進んでいるまち

• 自転車の道が整備されている
• シェアサイクルがまち全体に設置されており、どこでも
乗り降りができる

• まち全体で自転車の活用が進み、CO2削減を進ん
で実践している

東御市ならではのお店や
アクティビティが充実したまち

• 東御市ならではのお店が、観光客に周知されている
• 様々な地域資源が観光客に向けてPRされ、目玉となる観光ス
ポットがある（例：ロッククライミングの岩場）

• 空き家を活用した民泊施設などが、観光客に利用されている
• 普段使いのお店も充実している

地域内での協力により、
地域づくりが進んでいるまち

• まちづくり協議会を中心に、地域間の交
流が行われている

• 市民コンサートや夜の会など、定期的に
楽しめる場があり、まち全体で周知されて
いる

使いやすい暮らしの足が
確保されているまち

• 誰でも、家から歩いていける距離に停留所がある
• 脚が悪い人のための福祉バスが運行している
• バスが土日や夜間でも定期的に走っており、外出
しやすい環境が整えられている 居場所が確保されているまち

• 集まる場所や機会が多様にある
• オンラインを活用したコミュニケーションをとる場がつく
られている

【自転車に関する課題】
• 自転車コースがない
• 道が悪いところあり
• 誰でも使える自転車がない
• シェアサイクル（モーター付き）があってもよい

【観光に関する課題】
• 東御市内の魅力的な場所が利用されていない
• 湯の丸以外外部に知られていない
• 電車が下から見え、桜がきれいないいスポットが活用されていない
• 岩場の利用ができる環境が整えられていない
• 個性的な店（パン屋等）が周知されていない
• 使える資源が十分把握されていない

【困難を抱える若者の社会参加に関する課題】
• なんでもなくても集まれるような居場所が少ない
• 若年層のひきこもりが多い
• 社会とのつながりが少ない
• 子どもの不登校の問題
• 家庭にいる人々（閉じこもり）の力を活用できないか

自転車の
観光への活用

【住まいに関する課題】
• 商店街が寂しい
• 空き家が増えてきた

【公共交通（デマンドバス）に関する課題】
• 高齢になっても免許返納しにくい
• デマンド交通（レッツ号）が土日も運行してほしい
• スマホで予約できるとよい

【公共交通（鉄道）に関する課題】
• 交通の便が悪い（特にしなの鉄道）
• 本数が少ない

誰もが行きたいところに行ける

移動手段
の充実

色々な体験を
通してまちに
愛着をもてる

居場所
がある/
仲間が
いる

エコで楽しく、
多様なコンテンツ
をみてまわれるまち

東御市ならでは
の楽しみが増える

おでかけ/周遊しやすいまち 働く場所が確保されているまち
• 移住者に対して、就労斡旋してくれる

地域で子どもを
育てるまち

• 放課後など、子どもたちが
友達と遊べる環境が整えら
れている

市民
全体

市民

観光客

市民

観光客

市民

観光客

若者

交通
不便者

子ども

【子育て・家庭環境に関する課題】
• 子どもたちが外で遊ばない
• 子どもたちのスマホづけ
• 登校するとき親の送迎が多い
• 親の意識やライフスタイルが変化して

いる

【まちづくりに関する課題】
• 5地区にまちづくりの協議会があるが、滋野では若

い人の関わりの継続が少ない

市民
全体

子どもが安心していられる場所
が確保されているまち

• 子ども食堂などの場所が充実している
【子どもの居場所に関する課題】
• 小・中学生の居場所が少ない
• 学校の活用ができていない

子ども

外出機会の
創出

移住者
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◆農産物・食を楽しめるまち
• 担い手が個ではなく、面で魅力を発信する
• 付加価値を高めることで収入を増やす

【農業に関する課題】
• 東御市の地産品（くるみ、ワイン、じゃがいも、ぶどう、

米など）が生産して終わりであり、6次産業化などの活
用が進んでいない

• ワイナリーの横のつながりが弱い

◆歴史・文化を楽しめるまち
• 既存の観光資源を活用する
• 東御市の観光の魅力をしっかりと伝える
• 観光客による消費を地域に落とす

【観光に関する課題】
• 観光のキーポイント（見どころ、強み）が明確でない
• 歴史・文化（海野宿、祢津）が活かされていない
• 宿泊施設が少ない
• 玄関口（滋野駅、田中駅）前に店舗や観光スポット

が少ない

新たな取り組みを
生み出す

基盤のあるまち

東御市がどのようなまちになってほしいですか？ テーブル：③　

◆健康寿命№1の
暮らしやすいまち

• 高齢者が健康で生き生きと長生きできる
• まちなかで多くの高齢者が活動している

◆若者・子育て世代が安心安全・
楽しんで暮らせるまち

• 安心安全に住むことができる環境が整っている
• エキサイティングできる取組、場所、店舗が多い

◆未利用空間の利活用が
活発なまち

• 新たに移住したい人、事業を始めたい人が未
利用空間を利活用できる

【未利用空間に関する課題】
• 空き店舗、空き家、空き農地が多いのに関わらず活用

ができていない
• 空き家情報などの情報が整理されていないため、活用

したい人に認知されない

高齢者

子どもから高齢者まで
楽しんで暮らしやすいまち

◆情報が集まり、まちづくりを
担う組織・場のあるまち

• 東御のまちづくりを担う組織をつくる
• まちづくり会議で生まれたアイデアを実現させる

【行政・担い手に関する課題】
• 行政組織内で横のつながりがない
• 空きや活用、観光事業、農業施策を行う際に、複数の

要素や視点を絡めた取り組みが生まれにくい
• 責任、時間をかけて取り組むことができる担い手がいな

い

移住者 住み続けたい

東御の魅力
が広く認知
される新たな取り組みが生ま

れ、魅力がさらに高まる

東御市の魅力・
ポテンシャル
が発信され、
楽しめるまち

未利用空間と
ポテンシャルを
結びつける

若者 子育て世代

担い手

移住者 担い手 観光客 市民全体

観光客 市民全体

【子ども・子育てに関する課題】
• 通学路の幅が狭く危険
• 子どもが遊ぶことのできる運動場・公園が少ない
• 市民、特に若者がエキサイティングできる（楽しめる、興

奮できる）取組や場所、店舗が少ない

【健康・福祉に関する課題】
• 高齢化の進行
• 高齢者の居場所がない（引きこもってしまう）
• 高齢者が安心して生活できる環境が整備されていない

（歩道の整備、公衆トイレのバリアフリー化）
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　② “課題が解決された状態”に向けて、民間や行政がどの
ようなことができるのかを考える　
　「ワークの結果」にある“課題が解決された状態”をホームワーク
用紙に記入してください。

　

　そのうえで、「民間（市民・企業・団体等）でできそうなこと」、
「行政と一緒にできるといいこと」について思いうかぶアイディアを
お書きください。（※その際に、すべての“課題が解決された状
態”に対してお書きいただく必要はありません。）
　

【やり方】
　①ベースにするワークの結果を選ぶ
　「ワークの結果」から、ご自身が参加されていたテーブルの結果を
選んで、ホームワーク用紙にテーブル番号をお書きください。
　※1回目に参加していない方は、自由にテーブル番号をお選びく
ださい。
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　今回のホームワークでは、みなさまに、１回目のワークショップで挙げられた“課題が解決された状態”に向けて、民間や行政がどのよう
なことができるのかを考えて、ワークシートにご記入いただきたいと思います。
　

ホームワークの〆切日：２月14日（月）
東御市までお送りください。

※枠で囲った箇所が“課題が解決された状態”を指します。

ここに記入　

ここに記入　

ここに記入　

“課題が解決された状態”に向け
てできることは、こちらに記載の
記入例を参考にお書きください。



ワークにご参加いただき、
ありがとうございます。

頂いたアイディアはまとめさせていただき、
2/21（月）頃に送付させていただきます。

主催：東御市


